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Ⅰ研 究 の成果(1000字 程度)

(図表 も含 めて分 か りや す く記入 の こ と)

有毒な化学物質の人間に対する健康影響指標は,職 場の許容濃度(TWAと 略す)の逆数で表わすことができ

る.そ こで,このTWAを 使用して,有毒な有機化学物質の健康影響を評価することとした.なぜなら,TWAは 人

間を対象とした化学物質の毒性をあらわす指標であり,データ量が最も豊富な指標であるからである.

ところがもう一方では,す べての有毒な有機化学物質が必ずしもTWAが 定められているとは限らない.したが

って,TWAが 確定していない有機化学物質について何らかの方法でTWAを 推定する必要が生ずる.そ こで,

LD50(半 数致死量)からTWAを 推算するモデルを開発することとした.な ぜなら,有機化学物質の経口及び経気

毒性は動物の体内に取り込まれ血液循環に到達した以降は標的臓器,排 由系に対して及ぼす影響は同一となる

からである.したがって,LD50とTWAと の間に何らかの関係があることが予測できた.そこで,本 研究は有機化

学物質に関して,ラットまたはマウスのLD50か らTWAを 推算するモデルを開発することとした.そ の結果,TWA

の推算式は動物種による係数と有機化学物質補償係数とLD50の 大きさに動物種で決まる係数乗した値の積で

あらわされた(p<0.05).す なわち,本 研究の推算式は動物実験値であるLD50と 化学物質の官能基との両方を使

用しているのが特徴である.推算式は多変量重相関分析の調整済み決定係数が0.57で あり,有意確率は

p<0.05,ラットとマウスの推算値の調整済

み決定係数は0.86で あり,さらに推算式

は職場の症例より説明できた.

まず,推 算式の妥当性を調べるために

ラットとマウスのTWA推 算値の相関

関係を求めた.TWAの 推定値

logTWAp.ratとlogTWAp.mouse

の調整済み決定係数は0.86と 高い値で

あった.したがってTWAは ラットとマウス

のLD-50を 使用して推算できる(n=208).

ラットの推算式を重回帰式より求めた.ラットのTWAの 推測値をそれぞれTWAp.rat,で 表わすこととした.式 は

次のようになる。

TWAp.rat = 0.237 x LD500.440 x (OCCi) x (OCCj) ------;i(1)

ここで,OCCrは Oraganic Compenstation Coefficient for Rat の略である.jは選択された独立変数を表わす.有

機 化 学 物 質 の 補 正 係 数OCCrをTable1に 示 した.OCCrはHCBgroupお よびcyclohexaneの それ ぞ れ の 値0.

000645,591を 最 小,最 大 とす るもの であった.



氏 名 柳田 秀隆

Ⅱ(1)学 術雑誌等に発表した論文A(掲 載を決定されたものを含む.)

共著の場合、申請者の役割を記載すること.

(著者、題名、掲載誌名、年月、巻号、頁を記入)

柳田秀隆,柳沢幸雄,健 康影響及び資源影響を考慮 した消費財に使われる有毒金属の

評価方法 環境情報学会2003年10月 投稿済み.

Yanagida, H., Yamazaki, A., and Yanagisawa, Y., Prediction of TWAs from LD50s 

Environmental Science Technology (preparing. submission)



氏 名 柳田 秀隆

Ⅱ(2)学 会 において申請者が 口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員の氏名)、 題名 、発表 した学会名 、場所、年月を記載)

国際学会

Yanagida,H. Prediction of TWA from LD50 

1st COE 21 International Symposium on Human-Friendly Materials Based on Chemistry 
 August 28(Thu), 2003 Yayoi Auditorium


